
1 

 

2016 年３月号 
 ３月 1 日発行  

 

主題 

「あなたならできる！きっとできる」 

“You can do it！Yes,you can！” 

－ 生きる しなやかに さわやかに － 

－ Live flexibly and refreshingly － 
 

春はもうすぐです。 

 

 

去る２月２１日に京都舞鶴ＹＭＣＡにて賀詞交歓会が盛大に開催されました。舞鶴ＹＭ

ＣＡをサポートするクラブの誕生を心待ちにしております。お世話をいただきました皆様

にこの場をお借りいたしまして感謝申し上げます。 

今月は次期会長、主査研修会にて発表します半期の報告を記載いたします。 

 

◎西日本区現勢と各事業について 

 まず、西日本区の現勢についてご報告申し上げます。西日本区が発足した１９９７年当

時の会員数は１９５２人でした。前期の２０１５年１月１日の会員数は１５８８人、当

期の期初の会員数は、１５３０人で５８人減少し、また前期に於いて３クラブが解散い

たしました。今期ＥＭＣ事業主任の報告によりますと、２０１６年１月１日現在の会員

数は、１５２８人とあります。増加した各部は、中部、びわこ部、阪和部、九州部で、

減少した各部は、京都部、瀬戸山陰部でした。差引２名の減少です。 

昨年の次期会長・主査研修会時の報告では、期初の１５７７人から１５８８人まで回復

したとの報告がありました。この報告から現在の状況を踏まえますと、現状は大変危険

な状態にあるとの認識がされます。２０年の歳月で４分の１近くのメンバーが減少した

ことになります。各部、各クラブ訪問時には入会者、入会予定者の方々にお会いするこ

とが出来るため、大変喜ばしく高揚しますが、退会者の方とはお会いすることもありま

せん。大変ご苦労をされて入会いただいたメンバーです。クラブのメンバー相互の理解

とケアが重要なことは申すまでもありません。 

 

◎事業別の方針・目標と推移 

YMCA サービス・ユース事業（河合久美子事業主任） 
 ・YMCA サービス 所属する YMCA との情報交換を密にして、求められている支援を的確に把握し、

積極的にサポートする。 
➡ 事業主任・YYL（下村ワイズ）の両者が情報を収集し配信 
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 ・若者（ユース）の YMCA、ワイズメンズクラブへの理解を深め、将来にわたる関わりを持つための

仕組みを作り、取組みを推進する。 
  ➡ ホームページ上にてユースの広場を作成し活用を図る。進行中 
 ・各部におけるＹＹ（Ｙ）フォーラムの開催。 
 ・ユースコンボケーションにＹＭＣＡ、ワイズメンズクラブを理解しようとする多くのユースを送り

出す。 
➡AＹＣ報告会開催。ＩＹＣ（台湾） 募集し現在３名が応募 

地域奉仕・環境事業（川上孝司事業主任） 
 ・クラブ、部で実践する地域奉仕・環境事業活動に係る支援金要請に対し迅速に対応する。環境事業

は身の回りおよび地球規模で発生している環境問題を認識し、私たちにできることを実行するよう

にアピールする。 
➡ 現在申請中のものは事業委員会にて検討し、また資金を申請中。 

 ・国際協会のロールバックマラリア事業の継続を受け、再度皆様に理解と支援をアピールする。 
  ➡ PR 用のグッズを作成し、各部会にて各部のワイズの協力を得てアピール 
 ・東日本大震災の復興状況を把握しつつ、現状に沿った支援を継続する。 
 ・CS 資金・FF 献金・TOF 資金についての理解を深めていただく。 
  ➡ 事業通信にてアピール 

EMC 事業（小野勅紘事業主任） 
 ・ワイズメンズクラブの目的・モットーを基本に、各部に於いて「EMC シンポジウムや各種研修会

を開催し EMC 事業の普及を図っていただく。 
  ・ワイズ 100 周年に向け計画的な会員増強を図る。 
  ➡ 事業主任にて数値目標を設定し、過去の資料を検討し各部及びクラブの情報を提供している。  

国際・交流事業（中井信一事業主任） 
 ・DBC・IBC 締結の推進 
 ・国内（東西）・国外の交流推進  
 ・BF 制度は国際役員、BF 代表の資金、 献金の目的理解と献金推進 
  ➡ DBC・IBC については前期よりの力強い活動にて順調に締結が行われている。 
 ・YEEP・STEP 制度を通じて若者の成長支援 
  ➡ 前期より準備をいただき名古屋グランパスクラブに STEP 受入と京都キャピタルクラブの仁

科ワイズのお孫さんを STEP に派遣 
 ・ＥF の国際基金への理解と推進 
  ➡ 順調に推移 

メネット事業（遠藤典子事業主任） 
 ・国際・交流事業との協働によるメネット事業の展開。 
  ➡ 各部会のメネットアワー等に国際・交流事業主任が参加 
 ・国内プロジェクト 東日本区北東部仙台 3 クラブと、もりおかクラブの「被災地支援活動」及び「被

災地訪問交流会プログラム」への支援要請 
  ➡ 三陸産わかめの購入に多くのクラブより協力をいただく 
 ・メンから、メネットへ例会・各種事業への積極的な参加呼びかけを推進する。 
  ➡ 継続して呼びかけ中 
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2.国際の状況（手持ちの資料で集計しました） 
２０１５年７月より２０１６年１月までのチャーターされた新クラブ 
 IND（インド）５６クラブ KOR（韓国）８クラブ ASI（アジア）２クラブ  

EUR（ヨーロッパ）２クラブ 
 

3.ASI（アジア地域） 
２０１６年８月４日より SOP（南太平洋地域）と統合、アジア・パシフィック地域となる。 

 

 

次期会長・主査研修会で新しい学びの場を！ 

 
３月１２～１３日、大阪において、次期の会長、事業主査となられる皆さんが集い学ぶ研修会が開催

されます。初めて研修会を経験される方は、この研修会で得られる学びを大切にして準備を進めてくだ

さい。すでに会長および事業主査を経験されている方は、新しい気づきを見つけてください。きっと見

つかるはずです。また、この研修会は１００数十名が集う交流の場でもあります。会長の皆さんどうし、

事業主査の皆さんどうし、交流の輪を広げてください。他部を知ることも大きな経験になります。交流

はワイズの醍醐味です。 

 この研修会に向けて、西日本区ワイズリーダーシップ開発委員会（ＬＤ委員会）の皆さんが準備を進

めています。２月２７日には最終の委員会が開催されました。研修会当日、気になることや迷いがあっ

たときは緑色の腕章をつけたＬＤ委員にお尋ねください。頼れる存在になるはずです。それでは新しい

学びの場を！ 

 

 

 

 

 

舞鶴 YMCA国際福祉専門学校 2016年新春講演会&賀詞交歓会報告 

   

西日本区理事事務局長   山田理学 

 

２月２１日（日）、舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校にて行われまし

た新春講演会および賀詞交歓会に、遠藤通寛西日本区理事、正野忠

之西日本区書記とともに参加しました。小雨に煙る港町「舞鶴」は

風情があり小旅行の気分です。京都部の各クラブから、そして地元

に集う人たち約７０名の仲間が集い、華やかな開会となりました。 
 第１部講演会は講師に京都府暴力追放推進センター事業課長 上

原忠晴様をお招きして「命てんでんこ」と題して反社会的勢力（暴

力団）との断絶、トラブル対処法、誰にでも出来る護身術等を昨今

話題の麻薬事件を通じて解りやすく教えていただきました。 
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第２部賀詞交歓会は、舞鶴湾を望むホテルマーレたかたに場所を移し、岡西博司ワイズ（京都プリン

スクラブ）の司会進行、高田敏尚京都部長の開会挨拶、神﨑清一舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校校長

のご挨拶、遠藤通寛西日本区理事の乾杯三唱で始まりました。円卓に沢山のご

馳走が並び、ビールを飲みながら楽しく歓談は続きます。壇上においては、ク

ラブが誕生したときの会員候補となる皆さんのご紹介、ゲスト紹介の後、京都

部全体で取組む「舞鶴ワイズメンズクラブ設立準備委員会」船木順司委員長よ

り新クラブ設立への熱い思いを語っていただきました。頑張って下さい。全員

が楽しみにしております。 
京都部の皆様、お世話になりましてありがとうございました。 

                      
 

 

 

３月 聖書  

 この自由を得させるために、キリストはわたしたちを自由の身にして 

くださったのです。だから、しっかりしなさい。奴隷の軛（くびき）に 

二度とつながれてはなりません。（ガラテヤの信徒への手紙５章１節） 

 

聖句黙想 

復活のイエスに出会い、数奇な運命をたどったパウロの手紙です。今年は３月 27 日が

教会の復活祭です。聖書の復活記事は様々ですが、弟子たちがイエスに出会い、命が躍り

上がった経験が書かれています。生きている限り我々を縛るものはありますが、隷属状態

になってはいないだろうか。宗教や信条も人を奴隷にしますから油断できません。お前は

どこにいるのか、立ち上れと呼びかけているのが復活物語です。人を導くのは、自由と愛

だけです。 

                     西日本区チャプレン  江見 淑子 

 

 

 

 

         

JＷＦは皆様のご厚意によって支えられています。 
個人やクラブの記念にあわせて献金をお願いいたします。 

 

 高瀬稔彦 ＪＷＦ管理委員長（岩国みなみクラブ） 
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お知らせ 

◇ 西日本区事業目標（献金）と納入期限厳守のお願い 

項  目 金  額 納入期限 備   考 
後期区費ほか 7,500 円 ２月 15 日 後期半年報により請求 
Ｙサ・ユース支援金 1 人 2,000 円 

３月 15日 

国際ＡＳＦを含む 
ＣＳ資金 1 人 1,500 円  
ＲＢＭ 

（ロールバックマラリア） 

1 人  800 円  

ＴＯＦ‐ＧＰＦ資金 1 人 1,400 円  
ＦＦ 

（ファミリーファスト） 

1 人  800 円  

ＢＦ 

（使用済み切手と現金） 

１人 1,500 円 
（合計額） 

切手２月 29 日 
現金３月 15 日 

切手は送付用葉書を同封し 
(有)フクオ宛に送付 

ＥＦ 1 口 CHF 120 
３月 15 日 

 
ＹＥＳ 1 人  200 円 達成クラブは表彰 
ＪＷＦ 1 口 5,000 円 随時  
東日本大震災支援金 1 人 1,200 円 随時 西日本区目標 200 万円 

①送金はすべて所定の「払込取扱票」(郵便局)で西日本区事務所へ。 
②払込人の｢氏名｣｢クラブ名｣｢電話番号｣および「送金項目｣｢金額｣などを必ず記入。 
③不明な点は西日本区会計または西日本区事務所にお問い合わせください。 
※ 納入期限「３月 15日」を厳守してください。 

遅れますと西日本区大会での表彰対象から外れる場合があります。 
※会員数は 2015 年 7 月 1 日現在の半年報を元に計算してください。 

 

クラブ会長の皆さまへは封書でも別途ご案内いたします。 

 

 

◇ 周年記念例会情報 (2016年 1月 31日現在) 

大阪土佐堀    65周年 2016年 4月 2日(土） ＫＫＲホテル大阪 

大阪サウス   60周年    2016年 5月 7日（土） たかつガーデン 

 ともに歴史あるクラブです。ぜひご出席ください。 

 

  お詫びと訂正 

   上記周年例会のご案内につきまして、大阪土佐堀クラブ６５周年例会の開催曜日が

２月号では日曜日となっていました。正しくは土曜日です。お詫びして訂正させて

いただきます。（開催日は４月２日で変わりありません。） 

   尚、大阪土佐堀クラブより下記の原稿をお預かりしました。 
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 「大阪土佐堀ワイズメンズクラブ６５周年記念例会」 

日 時：２０１６年 ４月２日（土） 午前１１時～午後３時  

 （受付開始１０時３０分）  

場 所：ＫＫＲホテル大阪    大阪市中央区馬場町２－２４ 

登録費：１０，０００円 

記念講演：蔭山 秀一氏 関西経済同友会代表幹事 （三井住友銀行取締役副会長） 

        テーマ「今、関西で何が起こっているのか」 

     まだまだ参加登録が可能です。皆さまのお越しをお待ちしております。 

  

     

 

  

第１９回西日本区大会の早期登録は３月３１日までです！ 

クラブごとでおまとめの上、早期にご登録をお願いいたします！ 

 

第１９回西日本区大会のご案内 

２０１６年６月２４日（金）前夜祭 会場 ホテル ニューオータニ大阪 

２０１６年６月２５日（土）～２６日（日） 

大会会場 松下ＩＭＰホール（大阪市中央区城見１－３－７） 

懇親会場 ホテル ニューオータニ大阪（大阪市中央区城見１－４－１） 

ホストクラブ ホスト  大阪泉北クラブ 大阪サウスクラブ 

       コホスト 和歌山クラブ・奈良クラブ・大阪堺クラブ 

大阪河内クラブ・大阪長野クラブ・和歌山紀の川クラブ 

 

第１９回西日本区大会メネットアワー開催のご案内 

２０１６年６月２５日（土）１０:３０～１２:００（予定） 

会 場 大阪ビジネスパーク（ＯＢＰ）３ ツイン２１ＭＩＤタワー会議室にて 

大会及びメネットアワー共通 

最寄りの駅 ＪＲ大阪環状線・東西線「京橋」駅、京阪本線「京橋」駅、 

地下鉄「大阪ビジネスパーク」駅 
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理事通信への掲載 

 

「クラブの周年行事」や、「クラブ事業」などを西日本区の皆さまにお知らせしたい時は

理事通信をご利用下さい。毎月 25日までにメール文章で、理事事務局長宛お送り下さい。 

理事事務局長 山田理学（大阪泉北クラブ） 

Ｅ-mail：no.yamada@hb.tp1.jp 
 

 

 

 

 

 

  
 

※ 東日本大震災復興支援(目標額 200万円)は今期も継続して実施 

しておりますので、皆様のご協力を宜しくお願いいたします。 

 

mailto:no.yamada@hb.tp1.jp



